
食品小売事業者との
合同商談会企画

２０２３年度地域活性化パートナー企画

（独）中小機構×一般社団法人全国スーパーマーケット協会連携企画



一般社団法人全国スーパーマーケット協会 協会概要

1953年11月 東京・青山に日本最初のセルフサービス店（紀ノ国屋）が開店

1958年3月 新しい販売方式の導入に取り組んできた先駆者150名が参集し
「日本セルフ・サービス協会」を発足

1982年 各都道府県に設立されたスーパーマーケット協会が団結し「（旧）
全国スーパーマーケット協会」が発足

2009年8月 「日本セルフ・サービス協会」が「（旧）全国スーパーマーケット協
会」と、食品スーパーマーケット業界の地位向上、そして“戸籍”の
確立を目指し合併。

2018年 「一般社団法人全国スーパーマーケット協会」誕生

会員企業 約１３００社

正会員：総合スーパーマーケットチェーン、食品を主体とするスーパーマーケット。

賛助会員:機器・食品・システムメーカー、卸売業・商社、団体など。



スーパーマーケット統計調査

スーパーマーケット３団体（オール日本スーパーマーケット協会、一般社団法人日本スーパーマーケット

協会、一般社団法人全国スーパーマーケット協会）合同の販売統計・景況感調査を実施

展示会

「スーパーマーケット・トレードショー」「デリカテッセン・トレードショー」を主催

ビジネスマッチング

地域産品の販売支援、商談会等ビジネスマッチングの機会を提供

「売れる商品」を審査する「バイヤーズ“食”セレクション」を開催

セミナー・検定

出版

機関誌

スーパー総合保険

一般社団法人全国スーパーマーケット協会 事業活動



小売業界の動向



食品流通マーケットの規模



食品市場事業所数



出所：経済産業省
file:///C:/Users/user/Desktop/h2amini163j.pdf

食品市場マーケット規模



https://diamond-rm.net/market/market-share/416140/#

食品小売市場占有率（2023/CVS等は食品のみの売上高）

大手等寡占率44%



小売業の業態別売上高

https://note.com/shunkonya/n/n426040bb3786



https://markezine.jp/article/detail/41567

食料品業態別購入金額の変化



主要業態の寡占率
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コンビニエンスストア寡占率

http://nomad-salaryman.com/convenience-store-report2019



https://www.cheer-job.com/useful/column/information/information_23-9-4#

全国ドラッグストアの売上高・店舗数の推移



会社名 2022年度売上高（億円） 前年度比 決算月

１位 ウエルシアHD 11443 111.50% ２⽉

２位 ツルハHD 9701 105.90% ５⽉

３位 マツキヨココカラ＆カンパニー 9512 130.30% ３⽉

４位 コスモス薬品 8277 109.60% ５⽉

５位 サンドラッグ 6905 106.40% ３⽉

６位 スギHD 6676 ― 2⽉

７位 クリエイトSD HD 3810 108.60% ５⽉

８位 富士薬品 3803 ― ３⽉

９位 クスリのアオキHD 3789 115.40% ５⽉

10位 カワチ薬品 2819 ― ３⽉

66735

https://www.cheer-job.com/掲載データを基に著者作成

ドラッグストア寡占率

66735÷87130=76.5%（寡占率）

https://www.cheer-job.com/


出所：全国スーパーマーケット協会

スーパーマーケット寡占率



https://gyokai-search.com/4-su-pa-uriage.htm

スーパー業界 売上高ランキング（2021～2022年）



スーパー業界 売上高ランキング（2021～2022年）



スーパー業界 売上高ランキング（2021～2022年）



高質SM 3000億円（筆者推定）

OONOYA（-）/信濃屋
いかり（340億2007年度/17店舗・2021年
度）
紀ノ国屋（222億2020年度38店舗）
成城石井（1000億円）
北野エース（104店舗×5億＝520億）

一般的SM
マックスバリュ（10800億6社合計2018年度・667店舗2022年度）
ライフ（7400億2021年度・285店舗）
ヤオコー（4200億2021年度・181店舗）

ディスカウント系SM
業務スーパー3600億2021年度
オーケー（5000億2021年度・135店舗）
ロピア（2000億・950店舗）

出所 https://news.shoninsha.co.jp/financial/98617 他

商品単価

品質

DGS加工食品カテゴリー

https://news.shoninsha.co.jp/financial/98617


外食（フードビジネス）
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2017年 外食マーケット25兆円の主要11社で約2.2兆＝寡占率
8.8％

https://www.ycg-advisory.jp/industry/food/eat_out/



https://www.ycg-advisory.jp/industry/food/eat_out/
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マーチャンダイザー（バイヤー）視点から見た
商品選定のポイント
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※プライスゾーン ： その品目の下限価格と上限価格のゾーン
※プライスレンジ ： 品ぞろえの中心価格帯
※プライスポイント： その品目の値ごろ価格

https://asia-biz-life.net/1056/
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原価構造

出所：著者作成
地域活性化パートナー企画



審査項目 内 容

味関連 味付け、のどごし、実感、香りを含め美味しさと全体的なバランスはどうか。

デザイン／コンセプト
パッケージ、容器等のデザインと商品の整合性がとれており、消費者の目にとまるものか。
客層ターゲットが明確であり、食シーンを限定し商品化されているか。

新規性 市場新規性はあるか。（市場に無い商品か）

製造・製法・衛生管理 伝統製法か?新技術を取り入れた製法か？その他製法へのこだわり／衛生管理状態等

トレンド把握
現在トレンドである（今後数年程度続くと思われる）、又今後のトレンドを先取りした商品で
あるか（減塩・低カロリー商品など）。

取り扱いやすさ 量目・商品形状・棚割りのしやすさ、商品配送・保存のしやすさはどうか。

適正取引数量 取引ロットが大きすぎないか、混載可能かどうか

原料・品質状況 原材料の原産地や品質に対する追求は高いか。添加物を過度に使用していないか。

価格競争力 市場価格に対応できるか、また融通性はどうか。定番条件等の値入状況はどうか。

販促提案 試食販売（マネキン）協力はできるか、商品の魅力を伝えるPOPやコピーの提案があるか

商品説明能力 商品特徴に関する説明能力があるか

プレゼン力
商品をわかりやすく魅力的に提案しているか。

試食提供があったか／他アイテムの準備・説明はできたか？

接遇 必要事項がまとまり、ストレスを感じさせない商談か

状況把握能力 金額条件提示や自社の商流物流の把握度合

マーチャンダイザー（バイヤー）が商談・商談会でチェックする項目例



https://www.maff.go.jp/j/shokusan/fcp/syoudan_sheet/FCPシート



商談会とは

時間内に企業間でやり取りを行うBtoBイベント

出展企業／バイヤーともに「商談をする」という目的があるため、
効率的に商談を進められるメリットがあります

商談会の活用

割り当て時間の30分を有効に活用する

準備で結果が変わります！

同質商品との差別、特徴ポイントの整理は出来ていますか？

商談会を活用しよう！
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OONOYA（大野屋） 神奈川県

こだわり系のスーパーマーケット／食のセレクトストアを8店舗経営

信濃屋 東京都・神奈川県

酒販店をベースに17店舗経営。４店舗でこだわり食品の取り扱い有

食品：六本木ヒルズ／代田／野沢／喜多見 （世田谷地区）

きしなや 大阪府

こだわり食品専門店を4店舗経営

百貨店内にも店舗あり

参加企業のご紹介（一部抜粋/検討中含む）



参加資格

中小企業、小規模企業、組合、団体、個人事業主
（医療法人、一般社団法人、財団法人、NPO法人などは対象外）

自社商品をお持ちの事業者
（卸売事業者、販売代行事業者は対象外）

対象商品

食品

温度帯／常温品・冷蔵品・冷凍品

対象外／お酒、生鮮食品

参加方法

リアル参加 又は オンライン参加

企画概要 商談会参加者募集



開催日

２０２４年３月１４日（木） ９時３０分～１７時（予定）

開催場所

（独）中小機構本部 会議室 9階

〒105-8453 東京都港区虎ノ門3－5－1 虎ノ門37森ビル

参加バイヤー (10社程度を想定）

小売店（スーパーマーケット、食品専門店、百貨店など）及び

直販など直接利用顧客を持つ事業者のバイヤー

商談を通じて得られること

商品導入検討

バイヤー評価（商品評価などのコメント）

会場参加特典

籾山アドバイザーによる個別アドバイス

企画概要



申込期間

２０２４年１月３１日まで

提出書類

専用申込書

FCPシート（エントリーは1商品のみ）

申込先

（独）中小機構

経営支援部企業支援課チカパー担当

狩野、江口、吉岡

renkei@smrj.go.jp

応募方法



希望商談先ヒアリング

２０２４年２月上旬実施

バイヤーの希望商談先とのマッチング

商談先決定、スケジュールの調整・連絡

2024年2月下旬

事前アドバイス（希望者）（担当 籾山アドバイザー） ※別途発信予定

効果的な商談実施のための事前アドバイス
2024年2月下旬から3月上旬実施

エントリー後のスケジュール



事前審査

ご応募いただいた事業者の方の商品を対象に、

事前審査（書面審査）を実施。

マッチング

バイヤー／申込者の双方の希望をヒアリングした上で、マッチング。

※ ご応募すべての方がご参加頂けるわけではございません。

予めご了承ください。

実施方法
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